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～ 主な内容 ～    

■平成 21年　年頭のごあいさつ
■経済対策はタイミングが勝負！
■コミュニティバス「くるリン」活用術②
■知っていますか？新型インフルエンザ①
■所得税、市・県民税の申告はお早めに
■「インターネット公売」開始します！
■新 1年生に入学通知を送付します
■譲葉の賦「⑩憂国の志士」
■夢なかるべからず「『教』より『育』」

　　　　表紙：深谷市から望む富士

深谷市の人口と世帯　
■  人口　147,897（＋   24）
■  男性　  73,842（＋   31）
■  女性　  74,055（－     7）
■  世帯　  53,747（＋   74）
　平成20年12月1日現在（前月比）
 　 （外国籍のかたも含みます）

1月

以下の情報を随時配信中！
●市からのお知らせ ●災害・防災情報
●防災行政無線情報 ●火災情報

登録はこちらから→
Ｕ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

メール配信サービス登録受け付け中

情熱・まごころ宣言



3 Fukaya City Information 2夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

深谷市議会議長 栗
くりはら

原征
ゆき

雄
お

　明けましておめでとうござい
ます。
　希望に満ちた 2009 年の輝か
しい新春を健やかにお迎えのこ
とと、心からお慶びを申し上げ
ます。

　市民の皆様には、日頃から、議会活動に対し温
かいご支援とご協力をいただいておりますことに
厚くお礼申し上げます。
　さて、本市では、深谷市総合振興計画基本構想
に、市民の皆様と行政の共通するまちづくりの目
標として、将来都市像「夢を育み　明

あ す

日に飛
ひ

翔
しょう

す
る　笑顔都市　ふかや」を掲げ、その実現に向け、
市民と行政の連携により新しいまちづくりに取り
組んでおります。
しかし、今までに経験したことがない人口減少
時代の到来、少子高齢化の進行、更には、世界的
な金融危機の進行や地域医療の崩壊等、社会情勢
や経済状況の変化に伴い、地方自治体を取り巻く
環境は依然として厳しい状況にあります。
このような中、市議会といたしましては、すべて
の市民が安全に安心して、安定した暮らしを営むこ
とができる深谷市の実現に向け、全議員一丸となっ
て市民の皆様の負託に応えるべく、全身全霊で取
り組んで参る所存でありますので、本年も、ご支援、
ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。
市民の皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、
新年のごあいさつといたします。

深谷市長　新
あら

井
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家
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光
みつ

市民の皆様、明けましておめ
でとうございます。皆様におか
れましては、健やかに新年をお
迎えのことと、心からお慶び申
し上げます。
中国唐代の史家呉

ごきょう

競が編纂し
た「貞

じょうがんせいよう

観政要」に「草
そうそう

創と守
しゅせい

成といずれか難
かた

き」
と言う言葉が載っております。何かを作り上げる
ことと、それを維持していくことはどちらが難し
いのか。これを唐の太

たいそう

宗李
り

世
せいみん

民が重臣に尋ねまし
た。「草創」こそ困難とする者もいましたが、李世
民はきっぱりと「守成」と言い切りました。「守成」
は作り上げたもの、受け継いだものを更に発展さ
せる意味で使われます。
昨年の世界同時不況という荒波の中で、他市に
先駆けて不況対策支援事業「ふかやサポートプラ
ン０８」を実行させていただきました。これも私
は市全体を守り発展させる一つと考えます。
今年 2 月 21 日には、市民がつくり、市民が守
り育てる森「ふかや緑の王国」を建国します。自
然の大切さや環境を考える活動をはじめ、知識か
らでなく感性から自然を考える心を育む教育活動
や、四季を楽しむ日本の良さを再認識する生活支
援活動などに取り組みます。こうした「守成」の
取り組みを市民の皆様の総意を踏まえつつ展開
し、深谷市の発展のために粉骨砕身の努力を重ね
る決意であります。皆様のご支援とご鞭撻をお願
い申し上げます。
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　市では、上柴地区の福祉文教機能と商業機能の維持・向上を図るとともに、上柴公民館および勤
労者家庭支援施設（L・フォルテ）の老朽化などに対処するため、平成20年度から『上柴地区複合
施設整備事業』に着手しています。
　この事業の実施に当たっては、誰もが利用しやすい公共施設の整備・運営だけでなく、市有地の
有効活用と財政負担の軽減を図るため、民間活力を導入した事業手法を採り入れています。

Q 　民間活力を導入するってどういうこと？

　市有地を賃貸し、民間事業者が複合施設（公
共施設＋商業施設）を建設・所有します。民間
事業者は、市が賃借する公共部分を含め、施設
全体の維持管理などを行います。
　市は、民間事業者から土地地代および固定資
産税などの収入を得ることができ、これまでの
公民館などの整備・運営方法と比較し、30年
間で約65％の財政縮減効果を見込んでいます。

A

複合施設複合施設をを建設予定建設予定上柴
地区
に

Q 　どうやって民間事業者を選んだの？

　平成 20年 8月 11日に、募集要項などを公
表したところ、深谷上柴 SCグループ（㈱深谷
上柴ショッピングセンター、㈱エス・デー・シー）
から提案応募がありました。
　この提案について、学識経験者や市議会議員、
市職員で構成する「民間事業者選考委員会」で
審査を行った結果、総合的に優れた提案である
と評価され、11月 20日、同委員会から市長へ、
最優秀提案者に選定したとの答申を受けました。

A

深谷上柴SCグループ
　・代表企業／㈱深谷上柴ショッピングセンター　
　・設計企業／㈱エス･デー･シー
※ 12月 1日、事業契約に向けた取り決めなどを規定し
た基本協定を締結しました。

■事業の詳細は、市ホームページをご覧ください。
 問い合わせ　政策推進課（☎574‐8096・ｆ 574‐6665・ｅ seisaku@city.fukaya.saitama.jp) へ

複合施設▼ ▼既存店舗▼ ▼

北立面イメージ
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•農業者への燃料等高騰対策
•中小企業への融資枠の拡充
•プレミアム付き商品券の発行支援 など

　世界的な経済不況が、わたしたちの暮らしにまで影響を及ぼす中、市では待ったなしのこの
状況を打開するため、自治体ならではの機動力を生かして、「ふかやサポートプラン０８」とし
て 08年にでき得るさまざまな経済対策に取り組んできました。
　このたび、新たな経済対策として平成 21年度事業を前倒しして実施するとともに、平成 20
年 12 月 8日付けで「深谷市緊急経済対策本部」を市役所内に設置しました。緊急経済対策本
部では、これまで取り組んできた経済対策の効果の検証を行うとともに、限られた財源を有効
に活用して効果的な経済対策を推進してまいります。

①小・中学校の大規模改修　  　　  9 億 2,459 万 6千円
②保育園及び学童保育室の建設・整備 　　  　1 億 8,966 万 7千円
③市内生活道路の維持管理及び新設改良等　　2億 5,736 万 5千円

■実施中の経済対策

複合施設の概要
　●構造など：鉄骨造 3階建、約 17,200 ㎡
　●公共施設：約   4,570 ㎡（公共施設は 3階に立地予定）
　●民間施設：約 11,240 ㎡
　●共有施設：約   1,390 ㎡
〈立体駐車場〉
　●構造など：鉄骨造 5階建、約 13,760 ㎡（504 台収容）

　●市の支出：公共施設賃借料   ･･･約 31 億 1千万円
　●市の収入：土地地代   ･･･約　7億 7千万円
　　　　　　　固定資産税など※1 ･･･約 10 億 1千万円
　●事業収支： 約 13 億 3千万円（市の実質負担額）
　●財政縮減率： 約 65％※2

Ｎ

深谷駅

上柴中学校

上柴西小学校

JR高崎線

建設予定地

深
谷･

嵐
山
線

フ
リ
ー
モ
ン
ト
通
り

下唐沢橋 日赤通り

■住所：深谷市上柴町西4丁目2番地6、17
　　　　（現 上柴公民館、L・フォルテ）

上柴中央公園

財政縮減率（30年間の合計額で算出）

　※ 1　固定資産税などの額は、複合施設に賦課されるもので、上柴 SCグループの想定価格です。
　※2　市が単独で同一規模の公共施設を建設し、30年間の維持管理を行った場合の経費（約38億円）と比較したものです。
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岡部駅
岡部駅

深谷駅深谷駅

武川駅武川駅

武川駅花園荘

小前田駅小前田駅

企画財政課（☎ 574‐6632）ヘ問い合わせ

岡部駅、JA榛沢、岡部公民館・岡部
荘、岡部総合支所など

５岡部  北循環

岡部駅、岡部総合支所、岡部公民館・
岡部荘、JAふかや本郷支店、櫛挽農
民センター、山河会館など

６岡部  南循環

岡部駅、普済寺自治会館、岡部公会堂、
深谷駅、市役所など

岡部シャトル便 (17号経由 )

岡部駅、岡部多目的センター、南岡
農民センター、深谷駅、市役所など

岡部シャトル便 (南岡経由 )

花園荘、花園公民館、花園就業改善
センター、アドニス、花園総合運動
公園、花園総合支所など

花園  東循環12

花園荘、道の駅はなぞの、小前田駅、
アドニス、花園総合支所、花園公民
館など

花園  西循環13

花園荘、永田駅、もくせい館、武川
駅など

花園シャトル便14

市役所、深谷駅、総合健診センター、
幡羅公民館、明戸公民館、雇用促進
住宅、福寿荘など

１深谷  北コース東循環

市役所、深谷駅、深谷日赤病院、上柴
ショッピングセンター、深谷ビッグター
トル・わんぱくランド、仙元荘など

２深谷  南コース東循環

深谷駅、市役所、福寿荘、豊里公民館、渋沢
栄一記念館、八基公民館、栄一翁生地、誠
之堂・清風亭、大寄公民館、城址公園など

３深谷  北コース西循環

深谷駅、市役所、グリーンパーク・パティ
オ、緑の王国、松寿園、仙元荘など

４深谷  南コース西循環

武川駅、もくせい館、明戸駅、川本
総合支所、川本公民館など

９川本  北循環

武川駅、もくせい館、川本総合支所、川
本公民館、県立循環器・呼吸器病センター、
白鳥飛来地・鹿島古墳群、重忠公園など

川本  南循環

武川駅、深谷日赤病院、深谷駅、市
役所など

川本シャトル便

市
内
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行
中
！
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くるリン運行エリア

深谷駅

道の駅おかべ

白鳥飛来地

道の駅はなぞの

┉ 新型インフルエンザとは？ ┉
　動物、特に鳥のインフルエンザウイルスが人に
感染し、人の体内で増えることができるように変
異する（性質が変わる）ことによって、人から人
へ容易に感染するようになったウイルスを新型イ
ンフルエンザウイルスといいます。このウイルス
に感染して起こるインフルエンザが新型インフル
エンザです。

┉ 新型インフルエンザの影響 ┉
　新型インフルエンザが発生した場合、人類のほ
とんどが免疫を持っていないため、短期間のうち
に世界中で大流行し、大きな健康被害をもたらす
と考えられています。
　また、多くの人が同時期に感染するため、社会・
経済活動が低下し、生活に必要なサービスの提供
が制限されるなど、日常生活にも大きな影響が出
ることが心配されています。

┉ 新型インフルエンザ発生の危険性 ┉
　インフルエンザは約 10 ～ 40 年ごとに新型が
発生し、世界的な流行を引き起こし、多くの患者
や死者を出してきました。近年、海外で鳥インフ
ルエンザウイルス（H5N1 型）が鳥から人へ感染
する事例が数多く報告されています。この鳥イン
フルエンザウイルスが変異し、新型インフルエン
ザが発生する可能性が高いといわれています。

 ┉ 新型インフルエンザ情報 ┉
　新型インフルエンザの最新情報は、厚生労働省
のホームページに掲載されています。また、市ホー
ムページでもお知らせしています。

●問い合わせ
　深谷市保健センター（☎ 575 － 1101）へ

　新型インフルエンザは、今まで人類が感染したことのない新しいタイプのインフルエンザで
す。ひとたび新型インフルエンザが流行すると、多くの感染者が発生し、日常生活へ大きな影
響が及ぶと予想されています。

●縦覧期間　1月 15 日㈭～ 28 日㈬（土・日曜
日を除く）午前 8時 30 分～午後 5時

●縦覧場所　下水道課（上敷免 2番地）

●変更内容　計画区域の拡大（東方の一部）
　　　　　　※下図参照（赤色で示した区域）
●問い合わせ　下水道課（☎ 572 － 8633）へ

　変更案にご意見のあるかたは、縦覧期間中、市に対して意見書を提出することができます。

知っていますか？新型インフルエンザ①知っていますか？新型インフルエンザ①

第 2回第 2回



市・県民税申告受け付けのご案内（カレンダー）市・県民税申告受け付けのご案内（カレンダー）
受付時間：午前9時～ 11時・午後1時～ 4時

― 申告期間は2月16日㈪～ 3月16日㈪です ―
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合
支
所
税
務
課
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

♦ 

郵
送
で
も
申
告
で
き
ま
す

　

申
告
書
を
ご
自
分
で
記
入
さ
れ
た
か
た

　

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
年
申
告
期
限
が
近
づ
く
と
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
ご
と
に
日
程
を
割
り
振
り
ま
し
た
の
で
、
早
め
に
準
備
し
、
最
寄
り
の
公
民
館
な
ど
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
各
会
場
の
日
程
な
ど
は
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
度
の
税
制
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
ふ
か
や
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
、
次
表
の
「
市
・
県
民
税
の
申
告
に
必

要
な
も
の
」
を
ご
覧
に
な
り
、
証
明
書
な

ど
を
添
付
す
る
と
、
市
民
税
課
へ
郵
送
で

も
申
告
で
き
ま
す
。

市・県民税の申告に必要なもの
すべてのかた 申告書、印章（印鑑）
＜収入が分かるもの＞
給与・年金（雑）所得の
かた

源泉徴収票（ない場合は支払者からの証明、給与明細
などの収入額が分かるもの）

上記所得以外のかた 収入・経費の分かる帳簿、支払調書、領収証など
＜控除に必要なもの＞
社会保険料控除などを受
けるかた

国民健康保険税、国民年金、後期高齢者医療保険料、介
護保険料、生命保険料、地震保険料などの支払証明書

寄附金控除を受けるかた 都道府県、市区町村、県共同募金会、日本赤十字社な
どの証明書

医療費控除を受けるかた 医療機関などの領収書（医療を受けたかたや医療機関ご
とに明細書を作成し、領収書は袋にまとめてください）

雑損控除を受けるかた 災害や盗難などで損害を受けた証明書など
その他 健康保険証、障害者手帳、学生証など

市
・
県
民
税
申
告
書
の
郵
送
先

　

市
民
税
課

　
　

〠
３
６
６
ー
８
５
０
１

　
　

深
谷
市
仲
町
11
番
１
号

問
い
合
わ
せ

　

市
民
税
課    

☎
５
７
４
ー
６
６
３
７

　

岡
部
税
務
課 

☎
５
８
５
ー
２
２
１
５

　

川
本
税
務
課 

☎
５
８
３
ー
２
７
８
２

　

花
園
税
務
課 

☎
５
８
４
ー
１
１
２
４

所得税、市・県民税の申告はお早めに所得税、市・県民税の申告はお早めに

※①当日都合の悪いかたは、期限内に他の会場で申告してください。
②午前9時ごろは大変込み合います。ご都合のつくかたは、この時間帯を避けてご来場ください。また、受け付け状況によりお待ちいただくこともあります。
③ 3月 1日㈰は第 3回ふかやシティハーフマラソンのため、交通規制がかかりご迷惑をお掛けする場合があります。
④ 3月 11日㈬～ 13日㈮・16日㈪の４日間は市内全域のかたが対象で、会場はすべて深谷ビッグタートル研修会議室になります。
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とき 深谷地区 岡部地区
会場：岡部公民館

川本地区
会場：川本総合支所 2階

花園地区
会場：花園総合支所 201会議室該当地区 会場

2月 3 日㈫
～ 6 日㈮

午前
午後

 所得税還付申告（医療費控除など）および住民税の住宅借入金等特別税額控除申告相談受け付け（市民税課主催）
該当地区：市内全域　　会場：南公民館

2 月 16日㈪ 午前 上敷免・高畑・起会・戸森（戸森団地含む） 大寄公民館 普済寺午後 内ケ島・矢島・谷之・大塚島

2 月 17日㈫
午前 明戸・沼尻・新井・石塚 明戸生涯学習

センター・
明戸公民館

岡（上・当後）

午後 江原（サンコーポラスふかや含む）・堀米・上増田
蓮沼（藤野木含む・旭町）・宮ケ谷戸 岡（下）

2 月 18日㈬ 午前 上野台（小台・ビッグウィング上柴）・秋元町

上柴公民館

岡（新田）午後 東方（下原前・南下原）

2 月 19日㈭ 午前 上柴町西 1丁目～ 3丁目（国済寺南部含む） 岡部・岡里
午後 上柴町西 4丁目～ 7丁目 榛沢・山崎

2 月 20日㈮ 午前 上柴町東 1丁目～ 3丁目 武蔵野上郷
午後 上柴町東 4丁目～ 7丁目 武蔵野下郷

2 月 22日㈰ 午前 平日都合の悪いかたが対象

南公民館

午後

2月 23日㈪ 午前 上野台（鼠・台坂） 武蔵野上宿から武蔵野東林下午後 上野台（大台）

2 月 24日㈫ 午前 上野台（泉台）・萱場・見晴町・桜ケ丘 小前田（上･中･下）
午後 上野台（台天白・八幡台）・宿根（中通り含む） 荒川

2 月 25日㈬ 午前 新戒・成塚 豊里公民館 本田午後 中瀬・高島

2 月 26日㈭ 午前 血洗島・町田・南阿賀野・上手計 渋沢栄一記念館 本田・畠山
午後 北阿賀野・横瀬・下手計・大塚 畠山

2 月 27日㈮ 午前 田所町・栄町・曲田（錦町含む）

深谷生涯学習
センター・
深谷公民館

上原・田中
午後 深谷町（本町・相生町）・東大沼・伊勢方 田中

3 月 1 日㈰ 午前 平日都合の悪いかたが対象午後

3月 2 日㈪ 午前 稲荷町・天神町 小前田（中央・北・西）
午後 仲町・本住町・西島（西島町含む） 北根

3 月 3 日㈫ 午前 深谷・緑ケ丘・寿町 黒田
午後 田谷・西大沼 永田

3 月 4 日㈬ 午前 国済寺・国済寺町

幡羅生涯学習
センター・
幡羅公民館

田中・長在家
午後 東方町・本田ケ谷 長在家

3 月 5 日㈭ 午前 常盤町 長在家・菅沼
午後 原郷 菅沼・瀬山・川本明戸

3 月 6 日㈮ 午前 東方 本郷
午後 東方・幡羅町 今泉・櫛挽

3 月 9 日㈪ 午前 人見
深谷

ビッグタートル
研修会議室

後榛沢・沓掛
午後 樫合・柏合 榛沢新田・西田

3 月 10日㈫ 午前 境・折之口 針ヶ谷
午後 大谷・櫛引 山河

3 月 11日㈬
午前
午後 該当地区：市内全域　　 会場：深谷ビッグタートル研修会議室3 月 12日㈭

3月 13日㈮
3月 16日㈪

市・県民税の申
告の必要はあり
ません。

平成21年1月
1日現在住ん
でいた市区町
村に確認して
ください。

給
与
所
得
以
外
の
か
た

はい

いいえ

税務署に確定申告をし
ますか？

はい

いいえはい

はい いいえ

いいえはい

いいえ

いいえはい

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

熊谷税務署
熊谷税務署に確定申
告書を提出する※1必
要があります。

各　会　場
あなたは深谷市に市・県民税の申告を
する必要があります。申告期間内に申
告を済ませましょう。申告書が送付さ
れていないかたは、各会場、市民税課、
または各総合支所税務課に用意して
ある申告書をお使いください。

同居の親族（親、夫、妻、
兄弟など）が勤務先で年
末調整を行い扶養親族の
申告をしているか、もし
くは確定申告で扶養親族
の申告をしますか？
ただし、次の①・②どち
らかに該当するかたは「い
いえ」に進んでください。
①単身赴任など別居親族
の扶養親族のかた
②深谷市国民健康保険に
加入のかた

平成20年1月1日～ 12月31日
までに収入がありましたか？

給与以外の所
得が20万円を
超えますか？

あなたは給与所得者ですか？

税務署から申告書が送
付されていますか？

勤務先から深谷市に
給与支払報告書が提
出されていますか？
（勤務先へ確認）

勤務先からの給与の
ほかに不動産所得、農
業所得、年金などの
収入がありますか？

スタート
平成21年1月1日現在深谷
市に住んでいましたか？

いいえ

あなたは必要？ 所得税、市・県民税の申告

※1 税務署での申告のほか、国税庁ホームページ（Ｕ http://www.nta.go.jp/）を利用し、次の①・②でも申告できます。
①「e-Tax」による電子申告　②「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、税務署に郵送



給与所得者、年金所得者のかたを対象にした申告相談と、申告書の作
成指導を行います。

受け付け 2月3日㈫～ 6日㈮　午前9時～ 11時・午後1時～ 4時
会 場 南公民館 1階大会議室

対 象

① 給与所得者のかたで医療費控除の申告をされるかた
② 平成20年中に中途退職されたかたなど年末調整がお済みでないかた
③ 公的年金などを受給しているかた
④ 給与・雑・配当・一時所得だけのかた
⑤ 住民税の住宅借入金等特別税額控除申告をされるかた
  ( 平成 11 ～ 18 年末までに入居されたかたで下記に該当するかた )

※事業所得、不動産所得、譲渡所得、贈与税および消費税などの相
談は、お受けできません。譲渡所得、贈与税および消費税などの
相談・申告は税務署へお問い合わせください。

＜住民税の住宅借入金等特別税額控除申告をされるかた＞
　住宅借入金等特別控除は所得税の控除制度でしたが、税源移譲に伴い
所得税と住民税（市・県民税）の税率が変更されたことにより、所得税

平成20年分 申告相談・説明会のご案内平成20年分 申告相談・説明会のご案内

 用意していただく書類
所得税還付申告
•給与や年金などの源泉徴収票
(原本)

•国民健康保険税、後期高齢者
医療保険料、国民年金、生命
保険料、地震保険料などの支
払証明書

•医療費の領収書(原本)および
保険金などで補てんされた金
額の分かる書類

•印章およびご本人名義の金融
機関、口座番号の分かるもの

住民税の住宅借入金等特別税額
控除申告
•給与所得の源泉徴収票(原本)
•印鑑
•居住開始年月日の分かるもの

インターネット公売インターネット公売
開始します！
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所得税還付申告（医療費控除など）および住民税の住宅借入金等特別税額控除申告相談　市民税課主催

所得税の住宅借入金等特別控除に関する説明会　税務署主催

熊谷税務署からのお知らせ

　対象のかたの計算明細書の作成指導を行います。
開 催 日 1月14日㈬
受付時間 午前の部　午前 9時 30分～　　　午後の部　午後 1時 30分～
説明時間 午前の部　午前 10時～　　　　　午後の部　午後 2時～
会 場 深谷生涯学習センター・深谷公民館 1階大会議室
対 象 平成20年中に住宅ローンなどを利用してマイホームを新築、購入したかた

1自書された確定申告書などは、添付書類とともに郵送などで提出することもできます。
2確定申告期間中は、平日（月～金曜日）のほか、2月 22 日㈰、3月 1日㈰に限り、申告相談・申告書
を受け付けます（現金納付の窓口業務は行いません）。なお、会場内・駐車場ともに混雑が予想されます。
お車でのお越しはご遠慮ください。

3国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用すると、申告書などの作成ができます。また、
e-Tax（国税電子申告･納税システム）を利用して、申告や納税をすることもできます。詳しくは、国税
庁ホームページ（Ｕ http://www.nta.go.jp/）をご覧ください。

4土地・建物の譲渡所得や贈与があったかたは、忘れずに申告をしてください。

送付先と問い合わせ　熊谷税務署（☎ 521 － 2905〈自動音声案内〉・〠 360 － 8620 熊谷市仲町 41番地）へ 

　市では税の滞納処分として差し押さえた動産を、次の通りインターネット公売により売却します。
　インターネット公売は、ヤフー株式会社が提供するインターネット公売システムを利用して行う
もので、どなたでも参加できます。

参加申込受付期間：1月 8 日㈭～ 19日㈪
公売（入札）期間：1月 23日㈮～ 26日㈪

公売豆知識

公売
市税などが滞納になると、滞納
処分として財産の差し押さえを
実施します。差し押さえた財産
は、そのままでは滞納市税に充
当できませんので、売却して現
金化し、税金に充てます。この
売却のことを公売といいます。

インターネット公売
公売は、滞納市税を縮減するこ
とを目的としていますので、よ
り有利な金額で売却することが
求められます。このため、全国
から広く買い受け者を募ること
ができるよう、インターネット
を利用して売却する方法があり
ます。これをインターネット公
売といいます。市では、動産な
どの売却にこの方法を積極的に
利用します。

公売保証金
公売に参加していただくかた
からお預かりする金銭のことで
す。落札者となられた場合には、
公売保証金を買い受け代金の一
部に充当しますが、落札者以外
のかたには、返金します。

◇公売方法　インターネットを利用して行う期間競り売り

◇参加申し込みなどの方法
インターネット公売に参加されるかたは、公売参加申し込みが必
要です。1月 19日㈪までに、ヤフー株式会社が提供するインター
ネット公売システム（Ｕ http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/sai_
fukaya_city）からお申し込みください。
※この公売に参加するためには、あらかじめ ｢Yahoo! JAPAN ID｣
の取得（無料）が必要です。

◇参加資格
20 歳以上のかたであればどなたでも原則参加できますが、公売物件
ごとに指定した保証金を納付していただくことが条件となります。

◇最高価申込者の決定・売却決定　1月 26 日㈪

◇買い受け代金納付期限　2月 2日㈪

◇公売物件　写真の物件を含む 15点

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●
下  見  会

　公売物件を実際にご覧いただくため、下見会を開
催します。落札された物件は、返品交換などが一切
できませんので、下見会で物件をご確認の上、参加
してください（参加申し込みなどは不要です）。
●とき　　1月 18 日㈰午前 10時～午後 4時
●ところ　深谷市立図書館 3階展示室

◇その他
物件の詳細などは、市ホームページ
（ ｕ http://www.city.fukaya.saitama
.jp/）にも掲載していますのでご覧く
ださい。

問い合わせ
　収税課（☎ 574 － 6639）へ

額が低くなり、今まで控除できていた金額が控除しきれなくなることがあります。このような場合に、翌
年度の住民税所得割額を減額することにより、不利益が生じないようにする措置が導入されることになり
ました。この措置は、平成 20～ 28 年度の住民税に適用されます。
対象　平成 19年分以降の所得税で住宅借入金等特別控除の適用があり、税源移譲により所得税額が減少し

た結果、控除しきれない残額が生じるかた。ただし、平成 11～ 18 年の間に入居したかたに限ります。
計算方法　住民税所得割から控除する額

＝（次の①・②いずれか少ない金額）－（税源移譲後の税率で算出した前年分の所得税額）
①前年分の所得税の住宅借入金等特別控除額　②税源移譲前の税率で算出した前年分の所得税額

 用意していただく書類
•住民票　•家屋の登記事項証明書（登記簿謄本）•家屋の請負契約書のコピーや売買契約書のコピー
•住宅取得資金の係る借入金の年末残高証明書（２か所以上から交付を受けている場合は、そのすべての証明書）
•住宅ローン等に含まれる土地等の購入に係るローン等について、控除の適用を受ける場合は、その土地等の
登記事項証明書（登記簿謄本）、売買契約書のコピー　•計算機、筆記用具
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 男女共同参画
だんだん徐々に

地域社会で活動したい男性のかたへ

男女共同参画に関するお問い合わせは、
L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

　近ごろのニュースで、「料理をする男性の割合が 8割を超え
た」との民間の調査結果が報じられていました。「妻や家族、
恋人を喜ばせたいから」との理由が最も多いそうで、「家事は
女性」という意識から、男性も「パートナーを思いやり、助け
合っていこう」とする意識に変わってきていることを感じさせ
ます。
　ところで、家事の分野での男女共同参画が進んでいる今日、
地域での社会活動への参画について男性の意識はどのように
なっているのでしょう。県の男女共同参画意識調査では、「今
後参加したい社会活動」について聴いています。
　グラフの結果から、「自然・環境保護」や「社会福祉」など
社会的な課題、「防犯・防災」や「町内会」など地域的な活動
に広く関心を持ち、自らその活動に参加し、地域社会の問題
解決に貢献していこうという意欲が強いことがうかがえます。
男性も女性も社会活動に加わり、共に支え合いながら活動し
ていくことが必要です。

11 Fukaya City Information

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター 支援センターで  ホッと一息つきませんか？

● 豊里子育て支援センター
● おかべ子育て支援センター

☎ 587 － 1170
☎ 585 － 4101

● 桜ヶ丘子育て支援センター
● 藤沢子育て支援センター

☎ 574 － 8002
☎ 551 － 5055問い合わせ

○以下の事業は予約制です　　1月20日㈫午前 9時から電話でお申し込みください
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

桜ヶ丘子育て支援センター
 2 月 4 日㈬・18日㈬
 2 月 25日㈬
 いずれも午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半以上児
お誕生月の子のみ 各 日

先 着 20 組

※1組1回のみ 無料
おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の読

み聞かせです

桜ヶ丘子育て支援センター
 2 月 6 日㈮・20日㈮
 2 月 13日㈮・27日㈮
 いずれも午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児
１歳半以上児

スマイルパパ パパと一緒にダイナミックに遊
ぼう！

桜ヶ丘子育て支援センター
 2 月 14日㈯午前 10時 30 分～ 11時 30 分

平成 18 年 4月～ 19
年 3 月生まれのお子
さんとパパ

先 着 30 組

おかべ子育て支援センター

給食体験
給食を食べながら栄養士が
食事や栄養について相談に
応じます

おかべ子育て支援センター
 2 月 3 日㈫午前 11時～正午

離乳食を終了している
未就学児と保護者 先 着 7 組 親 300 円

子 250 円

ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレッ
シュしませんか？

おかべ子育て支援センター
 2 月 21日㈯午前 10時 30 分～ 11時 30 分

幼稚園や保育園に
通っていない未就学
児の保護者

先 着 20 人 無料

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（Ｕ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）・市モバイルサイト（ http://
mobile.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧になるか、各子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

区分 要件の内容 指定学校の変更
後に就学する学校 指定学校の変更の期間

身体的理由 病弱、身体の障害など 通院治療を要するなどの場合※ 1 教育委員会が適
当と認めた学校 教育委員会が必要と認める期間

居 住 理 由

年度途中の転居
最終学年である場合

従前から通学して
いた学校

卒業までの期間
最終学年以外である場合 当該学期の終了までの期間

一時転居
自然災害などにより一時転居をする場合 元の居住地に転居するまでの期間
住宅の改築などのため一時転居をする
場合※ 2 元の居住地に転居するまでの期間

事前転居
住宅の購入などに際し、融資を受ける
条件として住宅完成の前に当該住宅の
所在地に住民票を移した場合※ 2

実際に転居するまでの期間

事前就学
おおむね 3か月以内に住居の新築、
購入などにより転居が確定している場
合※ 2

転居予定地を学
区とする学校 転居の日までの期間

教育的配慮

特別支援学級未設置 指定学校に特別支援学級がない場合

教育委員会が適
当と認めた学校

特別支援学級が設置されるまでの
期間

精神的な理由
いじめ、不登校など特別な事情により、
転校または指定学校への就学が児童・
生徒の心身に深刻な影響を及ぼすと認
められる場合

教育委員会が必要と認める期間

学校行事 転居後、おおむね 1か月以内に実施
される学校行事に参加する場合

従前から通学して
いた学校 教育委員会が必要と認める期間

部活動 指定学校 (中学校に限る)に希望する
部活動がない場合

学区の隣接する
中学校（隣接校
にもない場合は直
近の学区の学校）

卒業までの期間、または当該部活
動が設置されるまでの期間

日本語適応指導 指定学校では日本語適応指導ができな
い場合

教育委員会が適
当と認めた学校 教育委員会が必要と認める期間

家 庭 理 由

勤務などの事情
保護者の勤務形態や疾病などのため留
守家庭となり、帰宅後の児童・生徒を
保護監督する者が不在の場合

下校後の児童・
生徒を保護する場
所に近接する学校

理由が解消するまでの期間

社会的配慮
債権の取り立て、家庭不和など特別な
理由から一時的に住民登録をしていな
い場合

居所を学区とする
学校 理由が解消するまでの期間

兄弟姉妹関係 指定学校の変更を認められた兄姉が
通学している学校に就学する場合

兄姉が通学してい
る学校 兄姉が卒業するまでの期間

そ の 他
通学の安全性

交通量が多く危険な道路などを回避さ
せること、または指定学校より近い距離
にある学校に就学することにより、通学
の安全が確保されると認められる場合

学区の隣接する
学校 卒業するまでの期間

その他やむを得ない
事情

その他やむを得ない事情があると認め
られる場合

教育委員会が適
当と認めた学校 教育委員会が必要と認める期間

※ 1申請時に「医師の診断書など疾病状況が確認できる書類」が必要　※ 2申請時に「建築請負契約書など事実が確認できる書類」が必要

　教育委員会では、小・中学校ごとの通学区域によ
り就学すべき学校を指定し、新 1年生に入学通知
を送付します。
　1月 15 日㈭発送予定となっていますが、届かな
い場合はご連絡ください（1月 1日現在、深谷市に
住民票のあるかた）。
　なお、新 1年生に限らず、特別な事情により下
表の各要件に該当する場合は、保護者の申請により
指定学校の変更をすることができます。

　指定学校の変更を希望される場合は、申立書に必
要書類を添えて申請してください。
■申請期間など
①新 1年生⇒ 1月 30 日㈮まで（入学通知をお持ち
ください）

②新 1年生以外で学年当初から変更を希望する場
合⇒ 2月 27 日㈮まで

③その他⇒随時（変更の事由が生じ次第速やかに）
■問い合わせ　学校教育課（☎ 572‐9578）へ

 小・中学校の指定学校変更について
新１年生に入学通知を送付します新１年生に入学通知を送付します新１年生に入学通知を送付します

（％）
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埼玉県「平成 18 年度男女共同参画に関する
意識・実態調査」から抜粋

今後参加したい社会活動［複数回答］
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ねぎ助写真館NEGISUKE'S
 photo studio

　11月 28 日、日赤深谷市地区長である新井市長から「有功章」
および「表彰状」が伝達されました。
　今回、藤

ふじ

橋
はし

彰
あきら

氏、金
かね

子
こ

一
かず

雄
お

氏、栗
くり

原
はら

勲
いさお

氏、髙
たか

野
の

俊
とし

征
まさ

氏、持
もち

田
だ

道
みち

夫
お

氏、益岡医院　益
ます

岡
おか

孝
たか

之
ゆき

氏、菱
りょう

星
せい

テクノパーツ㈱、石
いし

塚
づか

ア
ルミ鋳造㈱に「日本赤十字社銀色有功章」、税理士法人武

たけ

田
だ

事
務所に「日本赤十字社埼玉県支部支部長表彰状」、宇

う

野
の

恒
こう

氏に「日
本赤十字社埼玉県支部長特別感謝状」が贈られました。

■ 日本赤十字社「感謝状」伝達式

　本町自治会では、㈶自治総合センターが実
施している平成20年度宝くじ助成を受けて、
御
み

輿
こし

を購入しました。

■ 宝くじ助成事業

　11 月 26 日、平成 20 年度埼玉県社会福祉大会が埼玉会館で開催
されました。
　式典において、民生委員の米

よね

山
やま

智
とも

子
こ

氏、丸
まる

山
やま

早
さ

苗
なえ

氏、内
うち

田
だ

みち子
こ

氏
の 3名が埼玉県知事表彰を受賞しました。
　整理ボランティアの会、運転ボランティアの２団体に埼玉県社会
福祉大会会長表彰が贈られました。
　また、共同募金に多大なご協力を頂いた瑠

る

璃
り

光
こう

寺
じ

柤
そ

徒
と

一同および
深谷赤十字病院に埼玉県共同募金会会長表彰が贈られました。

■ 民生委員・児童委員3名および4団体が埼玉県社会福祉大会において表彰されました

　11月 28 日、日赤深谷市地区長である新井市長から「有功章」および「感謝状」が伝達されました。
　今回、委員長の後

ご

藤
とう

英
ひで

子
こ

氏に「日本赤十字社金色有功章」、吉
よし

田
だ

光
みつ

枝
え

氏、廣
ひろ

瀬
せ

八
や

重
え

子
こ

氏に「日本赤十
字社銀色有功章」、団員４名に「日本赤十字社埼玉県支部支部長金枠感謝状」、団員 24
名に「日本赤十字社埼玉県支部支部長銀枠感謝状」が贈られました。また、深谷市赤
十字奉仕団の永年の活動が評価され、「日本赤十字社金色有功章」が贈られました。

■ 日本赤十字社ボランティア「感謝状」伝達式

■ 「緑白綬有功章」受章■ 「緑白綬有功章」受章

■ 今
いま

井
い

イソさん　神
じん

藤
どう

やまさん　小
お

粥
がゆ

千
ち

代
よ

丸
まる

さん　100歳お誕生日おめでとうございます!!
　江原にお住まいの今井イソさ
んが 11 月 17 日に、江原にお
住まいの神藤やまさんが 11 月
20 日に、国済寺にお住まいの
小粥千代丸さんが 11 月 24 日
に 100 歳のお誕生日を迎えら
れ、市から記念品や花束、色紙
などを贈りました。
　今井イソさんは、毎日読書や
書道、絵手紙をされ、有意義な
時間を過ごされているそうです。
　神藤やまさんは、ご家族の皆さんに囲まれての祝福にとても喜ばれていました。
　小粥千代丸さんは、好きな歌謡曲が流れる中、幼少時代のお話やご両親のお話を懐かしそうに話され
ていました。
　皆さん、どうぞいつまでもお元気で！

　リケンテクノス㈱の工場　リケンテクノス㈱の工場
内で発見された野生のミツ内で発見された野生のミツ
バチの巣！バチの巣！
　ミツバチは通常、木の幹　ミツバチは通常、木の幹
などにできた空洞を利用しなどにできた空洞を利用し
て巣を作ります。て巣を作ります。

拡大図拡大図

■ ぶん♪ぶん♪ぶん♪

■ 一致団結し勝ち取った準優勝

■ 生きがいとなった刻書 ■ チャリティーパーティー開催

　11 月 19 日、埼玉グランドホテル深谷で、むさしの
パイロットクラブ主催のチャリティーパーティーが開催
され、その収益金を社会福祉協議会をはじめ、社会福祉
施設へご寄付いただきました。

　11 月 4 日、志
し

村
むら

六
むつ

男
お

さんから、鎌倉彫りの
技法を用いて彫られた、般若心経の刻書をご寄
付いただきました。
　志村さんは、脳動脈瘤

りゅう

や聴神経腫
しゅ

瘍
よう

などを患
い、長期の闘病生活を送り気力を失いかけてい
たとき、鎌倉彫りに出会ったそうです。
　また、鎌倉彫りを始めたことにより、さま
ざまな出会いや元気を得ることができたとおっ
しゃっていました。

　10 月 11 日、埼玉スタジアムで行われた 2008 高
円宮杯 全日本ユース（U-15）サッカー選手権大会 埼
玉県予選 兼 埼玉新聞社旗争奪 第 17 回埼玉県ユース
（U-15）サッカー選手権大会で、FC深谷が準優勝の
成績を収め、関東大会に出場しました。

　11 月 20 日、農事功績者表彰式が石垣
記念ホールで行われ、西

にし

田
だ

宏
こう

太
た

郎
ろう

氏が「緑
白綬有功章」を受章しました。

神藤やまさん 小粥千代丸さん
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みんなの健康みんなの健康 Health Navi

Health Navi
みんなの健康みんなの健康

　　深谷市保健センター（☎ 575ー 1101）
　　岡部保健センター（岡部福祉健康課・☎ 585ー 2214）

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院
とき 休日診療医院名 問い合わせ

1月18日㈰ 石川医院耳鼻咽喉科 ☎ 571 － 0038
2月 8日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎ 584 － 6512

とき 休日診療医院名 問い合わせ
1月11日㈰ 高橋眼科医院 ☎ 571 － 0318
1月18日㈰ 吉田眼科医院 ☎ 585 － 2054
※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、変更になる場合があります。

事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
 1 月 20 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）■予約は、花園福祉健康課（☎ 584 － 1123）へ

1歳 6か月児
健康診査  1 月 27 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年  5 月・6月生まれ

BCG接種
 1 月  7 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年  9 月生まれ

 2 月  5 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年 10 月生まれ

ポリオ接種  1 月 28 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 初回：平成 20 年 2 月～  4 月生まれ
追加：平成 19 年 8 月～ 10 月生まれ

●川本区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、川本福祉健康課（☎583－ 2532）へ

　　総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）
　　おかべ子育て支援センター（問い合わせは、岡部福祉健康課へ）

事業名 実施日時など 会場 対象者など

マタニティ教室
 1 月  9 日㈮

16 日㈮
24 日㈯

午前 9時 20 分～ 11 時 50 分
おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

乳幼児相談

 1 月 14 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 1 月 19 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

 1 月 21 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

 1 月 26 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

子育ての広場
時間は午前 10 時～午後 4時、19 日㈪のおかべ子育て支援センター
は午前 10 時～正午
■実施日・会場は、乳幼児相談と同様

子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康相談 毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 電話相談は随時

※面接は要電話予約

こころの健康相談  1 月 20 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

●市内全区域のかたを対象とした保健事業　　 　　 問い合わせは、各会場（上記）へ

会場 会場

深谷

花園

深谷

おか

深谷

おか
深谷
岡部

　　川本保健センター（川本福祉健康課・☎ 583ー 2532）
　　花園保健センター（花園福祉健康課・☎ 584ー 1123）
川本
花園

総合

川本

●深谷区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、深谷市保健センター（☎575－ 1101）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室  1 月 13 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

 1 月 23 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 20 年  8 月 26 日～  9 月  4 日生まれ

 1 月 30 日㈮ 平成 20 年  9 月  5 日～  9 月 15 日生まれ

 2 月  6 日㈮ 平成 20 年  9 月 16 日～  9 月 25 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

 1 月 22 日㈭
（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 19 年  6 月 15 日～  6 月 30 日生まれ

 2 月  5 日㈭ 平成 19 年  7 月  1 日～  7 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
 1 月 29 日㈭

（受け付け：午後 1時～ 2時）
平成 17 年  6 月 14 日～  6 月 30 日生まれ

 2 月 12日㈭ 平成 17 年  7 月  1 日～  7 月 15 日生まれ

BCG接種  1 月 16 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  9 月 16 日～  10 月 15 日生まれ

ポリオ接種

 1 月 19 日㈪
20 日㈫
21 日㈬
26 日㈪

（受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：平成 20 年 2月～  4 月生まれ
追加：平成 19 年 8月～ 10 月生まれ

総合

深谷

深谷

深谷

深谷

事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室  1 月 20 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査  1 月 27 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年  5 月・6月生まれ

BCG接種
 1 月  7 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年  9 月生まれ

 2 月  5 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年 10 月生まれ

ポリオ接種  1 月 28 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 初回：平成 20 年 2 月～  4 月生まれ
追加：平成 19 年 8 月～ 10 月生まれ

●花園区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、花園福祉健康課（☎584－ 1123）へ

花園

花園

※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、携帯電話からもご確認いただけます。ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

休日急患の診療
休日急患診療所 こども夜間診療所

  1 月 1 日・  2 日・  3 日・  4 日・11 日・12 日
18 日・25 日 診療日

1 月 1 日・  2 日・  3 日・  4 日・10 日・11 日
12 日・17 日・18 日・24 日・25 日・31 日

  2 月 1 日・  8 日・ 11 日・ 15 日・22 日 2 月 1日・  7 日・  8 日・11 日・14 日・15 日
21 日・22 日・28 日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時

内科・小児科 診療科目 小児科・内科

休日急患診療・こども夜間診療の診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、変更になる場合があります。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、携帯電話からもご確認いただけます。ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

川本

花園

花園

花園

●岡部区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、岡部福祉健康課（☎585－ 2214）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
 1 月 20 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）■予約は、花園福祉健康課（☎ 584 － 1123）へ

4か月児健康診査  1 月 28 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  8 月・9月生まれ

3歳児健康診査  1 月 13 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年  6 月・7月生まれ

BCG接種  1 月 16 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  9 月 16 日～ 10 月 15 日生まれ

ポリオ接種  1 月 15 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：平成 20 年 2 月～  4 月生まれ
追加：平成 19 年 8 月～ 10 月生まれ

花園

総合

花園

花園

総合

岡部

岡部

岡部

川本

花園



募　

集

募　

集

臨
時
職
員
登
録
受
け
付
け

　

臨
時
職
員
を
任
用
す
る
必
要
が

生
じ
た
と
き
に
は
、
登
録
さ
れ
た
か

た
の
中
か
ら
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考

し
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
登

録
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
、
任

用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

登
録
期
間　

受
け
付
け
を
し
て
か

ら
、
平
成
22
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
募
集
内
容

応
募
資
格　

保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
お

持
ち
の
か
た

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
休
憩
時

間
有
り
）

賃
金　

職
種
に
よ
り
金
額
が
異
な
り

ま
す
。

そ
の
他　

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
制

度
有
り

※
勤
務
日
・
勤
務
時
間
な
ど
は
業
務

の
内
容
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

市
販

の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼ち

ょ
う

付ふ

・
返

却
不
可
・
勤
務
時
間
の
希
望
事

項
が
あ
れ
ば
必
ず
記
入
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
保
健
師
・
助

産
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
免

許
証
の
写
し
（
返
却
不
可
）
を
添

え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
深
谷

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〠
３
６
６
‐

０
８
２
３
・
本
住
町
17
‐
１
・
☎

５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

学
校
教
育
課
募
集
内
容

幼
稚
園
教
諭

仕
事
の
内
容　

市
立
幼
稚
園
担
任
ま

た
は
担
任
補
助

応
募
資
格　

幼
稚
園
教
諭
１
種
ま
た
は

２
種
普
通
免
許
状
を
有
す
る
か
た

（
平
成
21
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
幼
稚
園

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
、
担
任

は
１
日
７
時
間
45
分
、
担
任
補
助

は
１
日
６
時
間

学
校
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

仕
事
の
内
容　

市
立
小
学
校
で
の
学
習

支
援
（
担
任
教
師
と
の
複
数
指
導
）

応
募
資
格　

小
・
中
・
高
校
い
ず
れ

か
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
か
た

（
平
成
21
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
学
校

勤
務
日　

原
則
毎
週
月
〜
金
曜
日
、

1
日
６
時
間

図
書
館
補
助
員

仕
事
の
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
図
書
の
貸
し
出
し
補
助
・
整
理
・

修
理
な
ど

応
募
資
格　

特
別
な
資
格
は
不
要

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

週
３
日
、
１
日
４
時
間

学
校
相
談
員

仕
事
の
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
児
童
・
生
徒
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
の
相
談
や
援
助
な
ど

応
募
資
格　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

の
受
講
を
終
了
し
た
か
た
（
平
成

21
年
３
月
終
了
見
込
み
可
）、
ま

た
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
務
経
験

３
年
以
上
の
か
た
、
ま
た
は
小
・

中
・
高
校
い
ず
れ
か
の
教
員
免
許

状
を
有
す
る
か
た
（
平
成
21
年
３

月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
毎
週
月
〜
金
曜

日
、
１
日
６
時
間

特
別
支
援
補
助
員

仕
事
の
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
自

立
支
援
・
介
助
な
ど

応
募
資
格　

特
別
な
資
格
は
不
要

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
毎
週
月
〜
金
曜

日
、
１
日
５
時
間

生
徒
指
導
支
援
員

仕
事
の
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
生
徒
指
導
の
充
実
に
資
す
る
た

め
の
学
習
支
援
・
校
内
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど

応
募
資
格　

小
・
中
・
高
校
い
ず
れ

か
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
か
た

（
平
成
21
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
毎
週
月
〜
金
曜

日
、
１
日
７
時
間

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

市
販

の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
・
返

却
不
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
学
校
教

育
課
（
〠
３
６
６
‐
０
８
２
３
・

本
住
町
17
‐
３
・
☎
５
７
２
‐

９
５
７
８
）
へ

講　

座

講　

座

上
級
救
命
講
習
会

と
き　

２
月
７
日
㈯
午
前
８
時
30
〜

（
８
時
間
）

と
こ
ろ　

深
谷
市
消
防
本
部

定
員　

先
着
20
人
（
最
小
催
行
人
員

10
人
）

受
講
資
格　

深
谷
市
ま
た
は
寄
居
町

在
住
か
在
勤
の
18
歳
以
上
の
か
た

で
平
成
16
年
７
月
以
降
の
普
通
救

命
講
習
修
了
者

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

19
日
㈪
か
ら
電
話
で
警
防
課
（
☎

５
７
１
‐
０
９
１
４
）
へ

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

と
き　

１
月
31
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
者

講
師　

清し

水み
ず

瑠る

璃り

氏
（
カ
ラ
ー
ア
ナ

リ
ス
ト
）

定
員　

16
人

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
７
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
‐

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

う
つ
病
家
族
教
室
〜
う
つ
病
の
か

た
を
家
族
で
支
え
る
た
め
に
〜

　

大
切
な
人
の
う
つ
病
に
合
う
テ
ー

マ
の
話
を
聞
い
て
、
接
し
方
や
支
え

情 

報 

ひ 

ろ 

ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

必
要
な
物　

は
さ
み
、
の
り

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
７
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
‐

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

平
成
20
年
度
文
化
庁
「
文
化
芸
術
に

よ
る
創
造
の
ま
ち
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
き　

１
月
17
日
㈯
開
会
＝
午
後
２

時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

基
調
講
演
（
午
後
３
時
30
分
〜
）

　

大お
お

林ば
や
し

宣の
ぶ

彦ひ
こ

氏(

映
画
作
家)

「
ま

ち
の
こ
し
の
時
代
を
迎
え
て
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
午
後
４
時
40
分
〜
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

曽そ

田た

修し
ゅ
う

司じ

氏

（
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト　

加か

藤と
う

種た
ね

男お

氏
（
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
芸
術
文
化
財
団
事
務
局

長)

、
竹た

け

石い
し

研け
ん

二じ

氏
（
深
谷
市
文

化
創
造
体
験
実
行
委
員
長
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

山
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
魚
沼
の
冬
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

『
南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
』
開
催

　

雪
ま
つ
り
期
間
中
の
ご
宿
泊
は
、

山
の
家
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

宿
泊
料　

１
泊
２
食
付
き
で
大
人
＝

５
，
０
０
０
円
、
小
学
生
＝
４
，

０
０
０
円
、
未
就
学
児
は
無
料
・

食
事
無
し
（
別
料
金
で
お
子
様
メ

件
を
満
た
す
か
た
（
本
人
不
可
）

定
員　

第
１
回
＝
先
着
60
人
、
第
２

回
〜
第
４
回
＝
各
先
着
40
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
７

日
㈬
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
深
谷

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
‐

１
１
０
１
）
へ

渋
沢
栄
一
翁
に
触
れ
る
講
演
会

　

日
本
で
初
め
て
の
機
械
に
よ
る
煉れ

ん

瓦が

製
造
工
場
を
作
っ
た
の
は
渋
沢
栄

一
翁
で
あ
り
、
中
央
官
庁
や
東
京

駅
は
深
谷
の
煉
瓦
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
煉
瓦
建
築
に
つ
い
て
の
興
味

深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
15
日
㈰
受
け
付
け
＝
午

後
１
時
30
分
〜
、
開
演
＝
午
後
１

時
50
分
〜

と
こ
ろ　

渋
沢
栄
一
記
念
館

講
師　

元
日
本
煉
瓦
製
造
㈱
取
締
役

会
長
・
金か

ね

子こ

祐す
け

正ま
さ

氏
（
竜
門
社
深

谷
支
部
理
事
）

演
題　
『
渋
沢
栄
一
と
煉
瓦
建
築
』

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

渋
沢
栄
一
記
念
館

（
☎
５
８
７
‐
１
１
０
０
）
へ

催　

し

催　

し

節
分
ま
つ
り

と
き　

１
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
軽
運
動
室

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

方
な
ど
、
家
族
と
し
て
の
か
か
わ
り

の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

回 とき テーマ 対象 講師

①
2月 3日㈫
午後1時 30分～

典型的なうつ病の診断と治療、家族の対応について
～「うつ状態」と「うつ病」。

最近のうつ病についての考え方の変化も踏まえて～

うつ病でお困りのかたの
家族および直接かかわり
のあるかた

深谷メンタルクリニック院長
島
しま

上
がみ

實
みのる

　精神科医師

②
2月 9日㈪
午後1時 30分～

女性のこころとからだの発達とうつ病、家族の対応について
～うつ病が女性に多いのは？

産後うつ、空の巣症候群、更年期障害などをみながら～

女性のうつ病でお困りの
かたの家族および直接か
かわりのあるかた

埼玉県立精神保健福祉センター精神保健福祉
相談自殺防止対策センター担当
菊
きく

池
ち

礼
れい

子
こ

　臨床心理士

③
2月 16日㈪
午後 1時 30分～

働く中高年のメンタルヘルスとうつ病
～予防・発見と適応支援、回復途上における

“家族の協力”と再発防止について～

働く中高年のうつ病でお
困りのかたの家族および
直接かかわりのあるかた

㈱本田技術研究所カウンセリングルーム
白
しら

井
い

志
し

之
の

夫
ぶ

　臨床心理士・精神保健福祉士

④
2月 26日㈭
午後 1時 30分～

高齢者の生きがいとうつ病、家族の対応について
～身近な人との死別、役割喪失、

閉じこもりをのりこえて。認知症との見分けかた～

高齢者のうつ病でお困り
のかたの家族および直接
かかわりのあるかた

田中医院
定
さだ

森
もり

真
ま

理
り

　精神科医師

と
こ
ろ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者
で
、
各
対
象
要

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■保育士・学童保育室指導員（臨時職員）を募集しています。

問い合わせ　保育課（☎ 574－ 8648）へ
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※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

会　場 講 座 名 内　容 と　き（2月） 定員 対　象

深谷生涯学習セン
ター・深谷公民館
☎ 571ー 0506

わくわく入力 簡単な作品を作りながら、日本
語入力をマスターする

12日㈭
13日㈮ 午前 9時

～ 11時 45分
各先着
18人

パソコン入門受講済み、
または同レベルのかた

インターネット
入門

ホームページを見る、お気に入
りへの登録

23日㈪
24日㈫

日本語入力ができ
るかた

岡部公民館
☎585ー 4974

パソコン入門 コンピューターの起動、日本語
の入力

2日㈪
3日㈫ 午前9時

～ 11時 45分
各先着
12人

パソコンの初歩か
ら学びたいかた

チラシ作成 ワードアートを使って、見やす
くきれいなチラシの作成 17日㈫ 日本語入力ができ

るかた

川本公民館
☎583ー 3234

のんびり入力 カードなどの作品を楽しんで作りな
がら、日本語入力をマスターする

4日㈬
5日㈭

午前 9時
～ 11時 45分

各先着
12人

パソコン入門受講済み、
または同レベルのかた

メール入門 メールの送受信、アドレス帳利
用、ファイル添付など

18日㈬
19日㈭ 日本語入力ができ

るかたExcel 入門
（XP）

表の作成、計算式と関数の入力
など

26日㈭
27日㈮

花園公民館
☎584ー 2184

Word入門（XP）案内文など文書の作成 9日㈪
10日㈫ 午前 9時

～ 11時 45分
各先着
12人

日本語入力ができ
るかた写真入りカード

作成
デジカメ写真を入れたポスト
カードの作成 25日㈬

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
者
で
、
各
対
象
要
件

を
満
た
す
か
た

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
23
日
㈮
午
前
８

時
30
分
か
ら
、
参
加
料
を
添
え
て
各
会
場
と
な

る
公
民
館
へ

申
し
込
み　

１
月
26
日
㈪
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

（
往
復
は
が
き
の
書
き
方
参
照
）

で
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
１
通
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可

入
場
整
理
券
当
選
・
交
付
方
法

　

当
選
者
に
は
返
信
用
は
が
き
に
入

場
整
理
券
を
印
刷
し
、
２
月
10
日

㈫
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

・ 

整
理
券
が
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
（
再
発
行
は
し
ま
せ
ん
）。

・ 

抽
選
に
外
れ
た
応
募
者
に
は
、
返
信

用
は
が
き
で
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

・ 

申
し
込
み
は
１
人
１
枚
と
し
、
複

数
申
し
込
み
や
、
往
復
は
が
き
以

外
で
の
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。

・ 

申
込
時
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
は
、
当
該
の
目
的
の
み

に
使
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

人
気
沸
騰
！ 

平
成
20
年
度

第
６
回
「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

　

第
６
回
の

ゲ
ス
ト
は
コ

ン
ト
山や

ま

口ぐ
ち

君く
ん

と
竹た

け

田だ

君く
ん

で

す
。
医
師
で
落
語
家
の
立た

て

川か
わ

ら
く
朝ち

ょ
う

さ
ん
に
よ
る
健
康
落
語
や
、
日
本
女

子
体
育
大
学
特
任
教
授
の
西に

し

岡お
か

光み
つ

世よ

先
生
に
よ
る
「
美お

味い

し
い
食
事
よ
り

楽
し
い
食
事
」
と
題
し
た
講
演
も
併

せ
て
行
い
ま
す
。
ま
た
総
合
司
会
は

笑
い
と
健
康
学
会
会
長
の
澤さ

わ

田だ

隆た
か

治は
る

さ
ん
で
す
。

と
き　

３
月
14
日
㈯
開
場
＝
午
後
１

時
、
開
演
＝
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

３
０
０
人

入
場
料　

無
料

【往復はがきの書き方（見開きの状態）】

コント山口君と竹田君

深
谷
市
本
住
町
十
七
番
一
号

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

行

※
空
欄

　

こ
こ
は
白
紙
の
ま
ま
！

あ
な
た
の
お
名
前 

様

あ
な
た
の
ご
住
所

平
成
二
十
年
度 

第
六
回

「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会 

聴
講
希
望

①
郵
便
番
号
・
住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
希
望
人
数
（
１
人
ま
た
は
２
人
）

〒 366-0823

往信（表）

往信（裏）返信（表）

返信（裏）

往信

返信



ニ
ュ
ー
有
り
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

13
日
㈫
〜
16
日
㈮
ま
で
に
、
く

ら
し
い
き
い
き
課(

☎
５
７
４
‐

６
６
３
３)
へ

※
申
込
人
数
は
２
人
以
上
６
人
以
内

の
グ
ル
ー
プ
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
（
連
泊
希
望
の
か
た
が
優

先
で
す
）。

日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社

旧
煉
瓦
製
造
施
設
の
臨
時
公
開

　

日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
は
、
渋
沢

栄
一
な
ど
を
発
起
人
と
し
て
明
治
20

年
に
設
立
し
、
平
成
18
年
に
自
主
廃

業
す
る
ま
で
約
１
２
０
年
間
に
わ
た

り
存
続
し
て
い
ま
し
た
。
設
立
当
初

は
、
東
京
駅
、
群
馬
県
の
碓
氷
第
三

橋
梁
（
め
が
ね
橋
）
な
ど
明
治
の
重

要
な
建
造
物
に
煉
瓦
を
供
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
我
が
国
の
近
代
化
に
大

き
く
貢
献
し
た
会
社
で
す
。
煉
瓦
工

場
跡
地
に
所
在
す
る
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
６

号
窯
、
旧
事
務
所
、
旧
変
電
室
は
、
明

治
期
を
代
表
す
る
建
造
物
と
し
て
国

指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
外
か
ら
見
学
の
要
望
が
多
い

こ
と
か
ら
、
今
回
は
臨
時
的
に
施
設

を
公
開
し
ま
す
。

と
き　

１
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

煉
瓦
工
場
跡
地
（
上
敷
免

28
‐
10
番
地
・
28
‐
11
番
地
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
14
日
㈬
午
前
11
時
〜

■
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
‐
８
２
１
０
）
へ

■
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
29
日
㈭
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

深
谷
子
ど
も
の
本

の
会
・
福ふ

く

井い

さ
ん
（
☎
５
７
２
‐

１
２
３
７
）
へ

岡
部
図
書
館

■
え
い
が
会

と
き　

１
月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
森
の
仲
間
た
ち
」、「
ド
ナ
ル

ド
ダ
ッ
ク
と
か
わ
い
い
子
リ
ス
」

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
‐
５
９
６
８
）
へ

川
本
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
く
ら
い
〜
小
学
校
低
学
年

内
容　

読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
折

り
紙

問
い
合
わ
せ　

川
本
図
書
館
（
☎

５
８
３
‐
６
２
５
０
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き　

１
月
11
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学
年

内
容　

お
は
な
し
と
映
画
「
か
ら
す

の
パ
ン
や
さ
ん
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

１
月
11
日
㈰
午
後
３
時
〜

対
象　

幼
児
・
小
学
生

内
容　

紙
芝
居
、
手
遊
び
、
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
‐
１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
１
月
〕
＝
１
日
㈷
・
２
日
㈮
・
３

日
㈯
・
５
日
㈪
・
13
日
㈫
・
19
日

㈪
・
26
日
㈪
・
30
日
㈮

〔
２
月
〕
＝
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
12
日

㈭
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
27
日
㈮

市
町
村
職
員
採
用
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　
【
第
１
回
】
２
月
26
日
㈭
開

場
＝
午
後
２
時
、
開
演
＝
午
後
２

時
30
分
（
午
後
５
時
終
了
）、【
第

２
回
】
３
月
３
日
㈫
開
場
＝
午
後

１
時
、開
演
＝
午
後
１
時
30
分（
午

後
４
時
終
了
）

※
第
１
回
、
第
２
回
と
も
同
一
の
内

容
で
す
。

と
こ
ろ　

第
１
回
＝
熊
谷
文
化
創

造
館
さ
く
ら
め
い
と
（
Ｊ
Ｒ
籠
原

駅
南
口
か
ら
徒
歩
15
分
）、
第
２

回
＝
さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ

（
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
西
口
か
ら
徒
歩
７
分
）

内
容　

立
教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
准
教
授
・
小こ

島じ
ま

貴た
か

子こ

氏
に
よ
る
講
演
と
、
市
町
村

職
員
に
よ
る
仕
事
の
経
験
談
や
質

疑
応
答
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
員　

第
１
回
＝
２
５
０
人
、
第
２

回
＝
４
７
０
人

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

２
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

ま
で
に
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ

く
り
広
域
連
合
（
ｕh

ttp
://w

w
w
.h
ito
zu
ku
ri.o
r.jp
/n
a
vi/

）へ

問
い
合
わ
せ　

彩
の
国
さ
い
た
ま

人
づ
く
り
広
域
連
合
・
自
治
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
８
‐

６
６
４
‐
６
６
８
１
・
Ｆ

０
４
８

‐
６
６
４
‐
６
６
６
７
）
へ

生　

活

生　

活

出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
の
見
直
し

　

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
産
科
医

療
補
償
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
産

科
医
療
補
償
制
度
は
、
お
産
を
し
た

と
き
に
何
ら
か
の
理
由
で
障
害
を
抱

え
た
赤
ち
ゃ
ん
と
、
そ
の
ご
家
族
の

経
済
的
負
担
を
考
え
た
新
し
い
補
償

制
度
で
、
分ぶ

ん

娩べ
ん

機
関
（
病
院
、
診
療

所
や
助
産
所
）
に
過
失
が
な
く
て

も
補
償
金
（
一
時
金
６
０
０
万
円
と

分
割
金
２
，
４
０
０
万
円
の
計
３
，

０
０
０
万
円
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
同
制

度
に
加
入
し
た
分
娩
機
関
は
、
出
産

１
件
に
つ
き
３
万
円
の
保
険
料
を
負

担
す
る
こ
と
か
ら
、
出
産
費
用
に
保

険
料
分
を
上
乗
せ
し
て
妊
産
婦
に
請
求

す
る
と
み
ら
れ
ま
す
（
出
産
費
用
の

増
加
）。
こ
の
た
め
、医
療
保
険
（
健
康

保
険
、
共
済
組
合
、
国
民
健
康
保
険
な

ど
）
が
支
給
す
る
出
産
育
児
一
時
金
の

額
が
見
直
さ
れ
、
同
年
１
月
か
ら
３
万

円
引
き
上
げ
、
現
在
の
35
万
円
か
ら

38
万
円
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
制
度
に
加
入
し
て
い
な

18夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

能
性
が
確
認
で
き
る
こ
と

③
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
、
２
年
目
以
降
で
あ
る
こ

と
（
初
め
て
の
か
た
は
、
医
師
が

発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
で
す
）

②
介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
の
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
送
付

　

所
得
税
、市
県
民
税
の
申
告
の
際
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
人
ま

た
は
そ
の
か
た
を
扶
養
し
て
い
る
親

族
の
か
た
が
障
害
者
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
１
月
下
旬
に
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
郵
送

し
ま
す
。

※
窓
口
で
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

要
件　

平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

で
な
い
次
の
要
件
を
満
た
す
65
歳

以
上
の
か
た

①
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
な
ど

に
準
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
要
介
護

４
ま
た
は
要
介
護
５
と
認
定
を
さ

れ
て
い
る
か
た
（
特
別
障
害
者
）

②
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
な

ど
に
準
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
要
介

護
３
と
認
定
を
さ
れ
て
い
る
か
た

（
普
通
障
害
者
）

問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
（
☎

５
７
４
‐
８
５
４
４
）、
岡
部

福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
５
‐

２
２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、
花

園
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
３
）
へ

平
成
19
年
度
大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

　

平
成
19
年
度
大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算
が

確
定
し
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
総
額
は
１
６
９
億
６
，
５
５
１

万
円
で
、
対
前
年
度
比
７
・
２
％

増
、
歳
出
総
額
は
１
６
８
億
７
，

６
６
２
万
円
で
、
対
前
年
度
比

８
・
２
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
19
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引
残
額

は
８
，
８
８
９
万
円
で
す
。

歳出歳入

総務費
3億9,396万円
（2.3％）

居宅介護サービス給付費
84億393万円
（49.8％）

施設介護サービス給付費
58億4,758万円
（34.6％）

地域密着型介護
サービス給付費
11億412万円
（6.5％）

高額介護サービス費
2億4,042万円
（1.4％）

特定入所者介護サービス費
5億4,632万円
（3.2％） 審査支払手数料

2,300万円
（0.1％）

その他
3億1,729万円
（1.9％）第1号被保険者保険料

30億9,736万円
（18.3％）

その他
2億4,256万円
（1.4％）

市町負担金
24億8,863万円
（14.7％）

国庫負担金
36億7,374万円
（21.7％）

支払基金負担金
50億5,380万円
（29.8％）

県負担金
24億942万円
（14.2％）

平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
は
３
年
に
一
度
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

は
、
介
護
保
険
料
が
改
定
と
な
る
予

定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
（
☎
５
０
１
‐
１
３
３
０
）
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

あ
な
た
の
人
生
を
大
き
く
サ
ポ
ー
ト

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た

ら
大
人
の
仲
間
入
り
。
国
民
年
金
に

も
加
入
し
ま
す
。
加
入
の
手
続
き
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
行
い
ま
す
。

◎
ポ
イ
ン
ト

　

年
金
額
は
物
価
の
変
動
を
反
映
し

ま
す
。
現
在
の
貨
幣
価
値
は
、
こ
れ

か
ら
の
長
い
将
来
変
わ
ら
な
い
と
は

言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
物
価
の
上
昇
に

よ
っ
て
今
の
貨
幣
価
値
が
目
減
り
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
公
的
年
金

は
、
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
年
金

額
が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
生
涯
安

心
で
す
。

　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り

ま
す
。
公
的
年
金
の
保
障
は
老
後
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
中
に
事

故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
は

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
死
亡
し

た
場
合
は
、
そ
の
遺
族
に
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

◎
納
付

　

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
４
，
４
１
０
円
で
す
。
納

付
方
法
に
は
、
①
納
付
書
で
納
付　

②
口
座
振
替　

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
納
付　

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前

も
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
前
納
制
度
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い
分
娩
機
関
で
出
産
し
た
場
合
の
出

産
育
児
一
時
金
の
額
は
医
療
保
険
者

に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
自
で

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
産
科
医
療
補
償
制
度
に
関

す
る
内
容
は
、
産
科
医
療
補
償
制
度

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｕh

ttp
://w

w
w

.sa
n
ka
-h
p
.jc
q
h
c
.o
r.jp
/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境

課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、花
園
市
民
環
境
課
（
☎

５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

長
寿
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

介
護
保
険
に
よ
る
要
介
護
認
定
を

受
け
て
、
お
む
つ
を
使
用
さ
れ
て
い

る
か
た
が
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控

除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
医
師
が
発

行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に

代
え
て
、
保
険
者
（
大
里
広
域
市
町

村
圏
組
合
）
が
発
行
す
る
「
お
む
つ

使
用
確
認
書
」
で
も
医
療
費
控
除
の

対
象
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
平
成
20
年
中
に
要
介
護
認
定
有
効

期
間
が
あ
る
こ
と

②
要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医
意

見
書
で
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る

こ
と
、
お
よ
び
尿
失
禁
の
発
生
可

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
保
険
料
が
割

り
引
き
さ
れ
大
変
お
得
で
す
。

◎
免
除
制
度

　

新
し
く
成
人
さ
れ
た
か
た
の
中

で
、
学
生
で
あ
っ
た
り
、
働
い
て
い

な
い
の
で
収
入
が
な
く
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
か
た
の
た
め
に
特
例
制

度
や
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
か
た
で
、
本
人
の
所
得
が

一
定
以
下
で
、
申
請
が
認
め
ら
れ
る

と
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い

で
き
る
制
度
で
す
。

☆
申
請
免
除
制
度

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か
た
で
、

本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所

得
が
一
定
以
下
で
、
申
請
が
認
め
ら

れ
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
（
所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
免

除
額
を
設
定
）。

☆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
か
た
で
、
本
人
お
よ

び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
で
、

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
を
後

払
い
で
き
る
制
度
で
す
。

◎
追
納

　

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

追
納
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全

額
納
付
さ
れ
た
場
合
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
追
納
対
象
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、

承
認
さ
れ
て
い
た
期
間
の
当
時
の
保

険
料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

（
例
：
承
認
さ
れ
た
期
間
が
平
成
20

年
度
の
場
合
は
平
成
23
年
度
以
降
）。

　

皆
さ
ん
と
年
金
は
一
生
、
長
い
お

付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
な
ど

の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す
る

年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
か
た
に
、
支

払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』

が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の

の
確
定
申
告
（
住
所
地
を
管
轄
す
る

税
務
署
で
受
け
付
け
）
の
際
に
添
付

書
類
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
つ
以
上
の
公
的
年
金
な

ど
の
支
払
者
に
扶
養
親
族
等
申
告
書

を
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た
、
給
与
な

ど
の
所
得
の
あ
る
か
た
は
、
確
定
申

告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
源
泉
徴
収
で
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
控
除
（
生
命
保
険
料
や
医
療

費
な
ど
）
が
あ
る
か
た
は
、
還
付

を
受
け
る
た
め
に
確
定
申
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
送
ら
れ
て
き
た

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
に

は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険

事
務
所
で
再
交
付
で
き
ま
す
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
か
た
に
は
税
金
が
掛
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
ら



21 Fukaya City Information

れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
‐
５
１
５
８
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
国
民
健

康
保
険
税
の
年
金
天
引
き
の
変
更

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
（
65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
か

た
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
）
は
、
原

則
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
徴
収
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
の
制
度

改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
、

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
引
き
続
き
４
月

以
降
も
年
金
天
引
き
と
な
る
か
た

や
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
新
た
に
年

金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
か
た
（
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

で
、
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
を
希
望
す
る
か
た
は
、
平
成
21

年
１
月
30
日
㈮
ま
で
に
保
険
年
金
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
の
窓
口
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
１
）、
岡
部

市
民
環
境
課
（
☎
５
８
５
‐

２
２
１
３
）、
川
本
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
３
‐
２
７
８
３
）、
花

園
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
２
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

農
家
の
皆
さ
ん
へ

【
野
菜
く
ず
を
処
理
す
る
場
合
】

　

最
近
、
道
路
の
端
に
野
積
み
さ
れ

て
い
る
野
菜
く
ず
（
ネ
ギ
の
皮
・
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

の
残ざ

ん

渣さ

）
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
野

菜
く
ず
が
野
積
み
の
ま
ま
だ
と
悪
臭

が
漂
っ
た
り
、
交
通
の
障
害
に
な
る

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
掛

か
り
ま
す
。

　

野
菜
く
ず
は
、
自
分
の
ほ
場
内
に

搬
入
し
て
、
後
に
耕
運
を
行
い
有
機

堆た
い

肥ひ

と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
８
）
へ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

を
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
申
請
に
基

づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
20

歳
以
上
（
平
成
元
年
４
日
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
）
で
10

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
農
業
経
営
主
の
か
た
、

ま
た
は
そ
の
世
帯
員
で
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
か
た
（
こ
の
ほ
か
農

業
生
産
法
人
の
組
合
員
や
社
員

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
）

※
申
請
書
は
各
農
事
支
部
な
ど
を
通

じ
、
配
布
・
回
収
し
て
い
ま
す
が
、

届
か
な
い
か
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
５
７
４
‐
６
６
６
３
）
へ

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録

　

平
成
21
年
度
中
に
各
学
校
・
給
食

セ
ン
タ
ー
が
発
注
す
る
学
校
給
食
用

の
食
材
に
つ
い
て
、
納
入
を
希
望
す

る
か
た
の
登
録
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月
20
日
㈫
〜
２
月
10

日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
平

日
の
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
の
間

と
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
請
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
場
所

　

教
育
総
務
課
、
岡
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
花
園
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

有
効
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
㈬

か
ら
１
年
間

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
☎

５
７
４
‐
５
８
１
１
）
へ

深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
・

小
ホ
ー
ル
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
１
月
12
日
㈫
〜
３
月
31

日
㈬
ま
で
の
予
定
で
、
大
ホ
ー
ル
・

小
ホ
ー
ル
の
舞
台
照
明
・
機
構
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
の

利
用
は
、
平
成
21
年
１
月
の
受
け
付

け
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
室
と
練
習
室
は
通
常

通
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
民
文
化
会
館

（
☎
５
７
３
‐
８
７
６
５
）
へ

入
札
参
加
申
請
受
け
付
け

　
「
物
品
・
そ
の
他
業
務
」
で
市
の

入
札
に
参
加
す
る
た
め
の
入
札
参
加

申
請
（
平
成
21
・
22
年
度
）
の
受
け

付
け
を
、
２
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮
ま

で
の
１
か
月
間
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
総
務
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
３
４
）
へ

※
建
設
工
事
、設
計
調
査
測
量
業
務
、

土
木
施
設
維
持
管
理
業
務
に
つ
い

て
は
、
電
子
入
札
導
入
に
伴
い
、

県
の
共
同
受
け
付
け
に
よ
り
実
施

し
た
た
め
、
平
成
20
年
11
月
28
日

を
も
っ
て
申
請
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
し
た
。

小
規
模
事
業
者
退
職
金
共
済
掛
金

補
助

　

市
で
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
、
ま
た
は
特
定
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
し
て
い
る
企
業
者
に
対

し
、
小
規
模
企
業
者
の
育
成
と
従
業

員
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
企

業
者
が
負
担
し
て
い
る
従
業
員
退
職

共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
要
件　

退
職
金
共
済
契
約
を
し

て
い
る
小
規
模
企
業
者
（
常
時
雇

用
す
る
従
業
員
が
20
人
以
下
【
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
】）

で
、
市
内
に
工
場
、
店
舗
ま
た
は

事
務
所
な
ど
を
有
し
、
１
年
以
上

の
事
業
実
績
が
あ
り
、
か
つ
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
所
で
あ

る
こ
と

補
助
交
付
期
間　

36
か
月

補
助
内
容　

年
間
掛
金
総
額
の
20
％

以
内
と
し
、
１
人
に
つ
き
月
額
上

限
補
助
金
額
は
２
千
円
と
す
る

申
請
時
期　

毎
年
１
月

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
５
０
）
へ

20夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

11
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
11
月

の
寄
付
金
は
、
19
件
で
７
２
６
，

３
３
７
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
‐
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
掛
か
り
ま

せ
ん
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

火
災
（
消
防
車
の
出
動
）
の
問
い
合
わ
せ

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９
９ 

ー 
 

４
９
４
４

※
病
院
な
ど
医
療
機
関
情
報
の
問
い
合
わ
せ

は
指
令
課
（
☎
５
７
１
‐
０
１
１
９
）
へ

【
市
役
所
窓
口
取
扱
時
間
】

・ 

月
〜
金
曜
日
：
午
前
８
時
 30
分
〜
午

後
５
時
 15
分
ま
で
（
祝
休
日
を
除
く
）

・ 

木
曜
日
：
市
役
所
本
庁
舎
１
・
２
階

の
窓
口
業
務
は
午
後
７
時
 15
分
ま
で

（
ほ
か
の
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
部
取
り
扱
え

な
い
業
務
が
あ
り
ま
す
）

アドバイス＆相談

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談
相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456フリーダイヤル・ｆ 0120－4－78374　ｅ e-net@city.fukaya.saitama.jp

家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

 1 月 7 日㈬・21 日㈬、 2 月 4 日㈬午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

 1 月 15 日㈭、 2 月 19 日㈭午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課
☎ 585 － 2213

 1 月 14 日㈬、 3 月 11 日㈬午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課
☎ 583 － 2783

 1 月 6 日㈫、 2 月 3 日㈫午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課
☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝休日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

 2 月 5 日㈭午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
 1 月 16 日㈮午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
 2 月 20 日㈮午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝休日を除く）担当＝市民相談員
午前9時30分～正午・午後1時～4時30分（受け付け：4時まで） 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週月・水・金曜日（祝休日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝休日を除く）担当＝くらしいきいき課職員
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分 電話で随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

 1 月 20 日㈫午前 10 時～午後 4時
担当＝税理士会会員 市役所西別館 202 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

納税相談 市税の納付と納付に関する
相談 毎月第 1日曜日 午前 9時～午後 4時 収税課、総合支所税務課 収税課

☎ 574 － 6639

よろず
人権相談

人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

 1 月 13 日㈫、 2 月 10 日㈫午前 10 時～午後 3時 1月市役所西別館 202 会議室
2月市役所西別館 303 会議室

人権政策課
☎ 574 － 6643

 1 月 20 日㈫、 2 月 20 日㈮午前 10 時～午後 3時 岡部総合支所 1階会議室

 1 月 20 日㈫、 2 月 20 日㈮午前 10 時～午後 3時 川本総合支所相談室

 1 月 20 日㈫、 2 月 20 日㈮午前 10 時～午後 3時 花園総合支所 203 会議室

L・フォルテ
相談室 心や体、ＤＶの悩みなど  1 月 17 日㈯、 2 月 21 日㈯午前 11 時～午後 3時

予約制 Ｌ・フォルテ 2階研修室Ｂ Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日 午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝休日を除く）内職・就職は予約制

産業会館 3階商工振興課隣
の会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など  1 月 18 日㈰、 2 月 5 日㈭午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

エイズ相談・
エイズ検査

エイズなどに関する相談
と血液検査　予約制
※原則無料・匿名
※エイズ即日検査は採血後60
分で結果が分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、
梅毒検査（無料）、クラミジア
検査（有料）も受けられます

エイズ即日検査  1 月 8 日㈭、 2 月 5 日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ夜間検査  1 月 8 日㈭、 2 月 5 日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
 1 月 27 日㈫、 2 月 24 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

子ども
スマイルネット

子ども (原則 18 歳未満 ) にか
かわるすべての悩み電話相談 毎日（祝休日・年末年始を除く）午前９時～午後 9時 30 分 電話で随時受け付け 子どもスマイルネット

☎ 048 － 822 － 7007
精神保健
福祉相談

精神科医師による精神保健
福祉に関する相談　予約制  1 月 20 日㈫、 3 月 10 日㈫午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談
予約制 毎月第 1・3・4水曜日 午後 1時～ 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）
県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
交通事故相談

家庭の困りごとや交通事
故相談 毎週月～金曜日 午前 9時～午後 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）

県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506
（県民相談）
☎ 521 － 7300
（交通事故相談）

虐待が疑われる子どもを見つけた場合
は、 ホットラインへご連絡ください。
ホットライン　☎ 574 － 3000（市役所
本庁舎家庭児童相談室内）

とき　毎週水曜日午後１時～４時（1月 28 日を除く）
ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室
対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ

深谷市子どもの虐待防止ホットライン深谷市子どもの虐待防止ホットラインL・フォルテ子育て支援軽運動室開放L・フォルテ子育て支援軽運動室開放



2223 夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

心の広場

夫
だ
よ
。」
と
私
に
優
し
く
笑
っ
て
言
っ
た
。

そ
の
日
の
夜
、
母
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

不
思
議
な
理
由
を
知
ら
さ
れ
た
。

　

そ
の
理
由
と
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
心
臓

病
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
の
病
気
の
せ
い
で

言
葉
が
う
ま
く
出
せ
な
い
の
だ
と
い
う
こ

と
や
ト
イ
レ
に
よ
く
行
く
の
は
薬
の
副
作

用
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、
た
お
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
や
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

病
気
と
戦
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た

時
、
私
は
自
分
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言
っ
て

し
ま
っ
た
言
葉
を
後
悔
し
、
す
ご
く
悲
し
い

気
持
ち
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。
私
が
言
っ
た

一
言
で
ど
れ
だ
け
傷
つ
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の

時
に
一
言
の
言
葉
の
重
み
を
知
っ
た
。

　

き
っ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
自
分
が
つ
ら

く
て
苦
し
い
思
い
を
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

人
に
優
し
く
、
人
の
心
の
痛
み
や
辛
さ
が

わ
か
る
の
だ
と
思
う
。

　

そ
ん
な
病
気
を
か
か
え
て
い
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
と
て
も
お
し
ゃ
べ
り
で
す
ご
く

明
る
く
、
病
気
の
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
す

ご
い
。
私
に
は
な
い
強
さ
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
強
さ
を
持
て
る
よ
う
に
私
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
何
年
か
た
っ
て
、
今
で
は

随
分
か
み
も
白
く
な
っ
て
本
当
に
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
き
た
。
そ

の
何
年
か
の
間
、
ケ
ン
カ
も
た
く
さ
ん
し

た
。
で
も
そ
の
一
つ
一
つ
が
私
に
と
っ
て

大
切
な
思
い
出
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
人
と
し
て
の

優
し
さ
を
一
人
一
人
の
人
間
が
も
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
い
じ
め
や
差
別
が
な
く
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
を
思

い
や
る
心
、
誰
に
で
も
優
し
く
で
き
る
よ

う
私
も
心
が
け
て
い
き
た
い
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。」

と
叫
び
な
が
ら
ま
だ
幼
い
頃
の
私
は
い
つ

も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
後
を
追
い
か
け
ま
わ

し
て
い
た
。
料
理
が
と
て
も
上
手
で
編
み

物
や
ぬ
い
物
を
簡
単
に
こ
な
し
て
し
ま
う

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
姿
を
見
て
い
て
、
母
に

「
じ
ゃ
ま
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。」
と
叱
ら

れ
て
も
「
い
い
ん
だ
よ
。」
と
い
い
な
が
ら

私
に
色
々
な
事
を
教
え
て
く
れ
た
。
私
に

と
っ
て
温
か
く
て
、優
し
い
、大
好
き
な
人
。

　

し
か
し
、
私
が
ま
だ
幼
い
頃
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
は
不
思
議
な
事
が
沢
山
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
毎
日
飲
ん
で
い
る
大
量

の
薬
。
バ
ケ
ツ
程
の
大
き
な
缶
に
何
日
か

分
の
薬
が
ぎ
っ
し
り
入
っ
て
い
る
。
ま
だ

幼
い
私
達
姉
妹
が
そ
の
缶
に
さ
わ
っ
た
だ

け
で
、
い
つ
も
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
さ

え
も
私
達
を
強
く
叱
っ
た
。

　

不
思
議
に
思
っ
て
い
た
も
う
一
つ
と
し

て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
話
を
す
る
と
き
に
発

音
で
き
な
い
単
語
が
あ
っ
た
り
し
て
、
言

葉
が
う
ま
く
喋
れ
な
い
時
が
あ
る
。
私
が

言
葉
を
は
っ
き
り
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
ろ
、
私
は
そ
の
こ
と
で
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
馬
鹿
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
短
時
間
に
何
回
も
ト
イ
レ
に

行
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
文
句
を
言
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
い

た
母
に
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
け
ど
、
そ
ん
な

時
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
い
い
よ
、
大
丈

心
臓
病
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

藤
沢
中
学
校
２
年

蜂は
ち

須す　

麻ま

矢や

　

兄
勘
助
の
死
か
ら
十
五
年
、
可
堂
は

儒
者
で
あ
る
と
と
も
に
尊そ

ん
の
う
じ
ょ
う
い

皇
攘
夷
の
志

士
と
し
て
も
慌
あ
わ
た
だ

し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
た
。
そ
れ
は
時
代
が
尊
皇
攘
夷
論
に
沸

い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
嘉
永
六

年
（
一
八
五
三
年
）
の
ペ
リ
ー
来
航
以

降
、
目
に
見
え
て
迫
り
く
る
外
国
勢
力

が
こ
う
し
た
時
代
の
背
景
に
あ
っ
た
の
も

事
実
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
可
堂
の
桃
井

塾
で
の
教
授
の
中
心
は
、
尊
皇
攘
夷
の
徹

底
と
、
こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
の
方
法

へ
と
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
可

堂
の
周
り
に
は
、
自
然
と
当
時
の
名
士

達
が
集
う
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、
可
堂

と
交
流
が
あ
っ
た
者
の
中
に
は
、
江
戸
浅

草
に
居
を
構
え
る
有
名
な
剣
士
で
、
土
浦

藩
の
剣
術
師
範
と
し
て
招し

ょ
う

聘へ
い

さ
れ
た
島し
ま
だ田

虎と
ら
の
す
け

之
助
や
、
筑
前
黒
田
の
藩
士
で
天て
ん
し
ん眞

流
柔
術
の
師
範
で
あ
る
伊い
と
う藤
鹿し
か
の
す
け

之
助
が

居
た
が
、
中
で
も
幕
臣
で
あ
る
勝か
つ

海か
い
し
ゅ
う舟

と
は
、
主
義
主
張
を
超
え
て
馬
が
合
っ

た
。そ
れ
は
勝
も
そ
う
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

軍ぐ
ん
か
ん
そ
う
れ
ん
じ
ょ
と
う
ど
り

艦
操
練
所
頭
取
と
な
っ
た
後
も
、
江
戸

へ
戻
る
度た
び

に
桃
井
塾
へ
と
や
っ
て
来
て
は

可
堂
と
の
茶
飲
み
話
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
「
先
生
そ
う
い
や
、
こ
な
い
だ
ち
ょ
い

と
面
白
い
奴
が
訪
ね
て
き
た
ん
で
す
が

⑩　

憂
国
の
志
士

ね
。
何
で
も
土
佐
の
坂
本
と
言
う
男
な

ん
で
す
が
い
き
な
り
人
を
奸か
ん
ぞ
く賊
呼
ば
わ
り

し
ま
し
て
ね
。
桶
町
千
葉
道
場
の
重じ
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎

と
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
の
俺
を
ぶ
っ
た
切

る
な
ん
て
言
い
出
す
ん
で
す
よ
。
こ
っ
ち

も
ぶ
っ
た
切
ら
れ
る
の
は
御ご
め
ん免
な
ん
で
、

ち
ょ
い
と
時
勢
に
つ
い
て
の
俺
の
考
え
を

話
し
て
や
っ
た
ん
で
す
よ
。そ
う
し
た
ら
、

今
度
は
俺
の
弟
子
に
し
て
く
れ
と
、
こ
う

来
た
ん
で
す
が
、
先
生
ど
う
思
い
ま
す
か

ね
。」「
勝
さ
ん
、
そ
れ
は
是
非
弟
子
に
さ

れ
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。

こ
れ
か
ら
は
そ
ん
な
行
動
力
の
あ
る
若
者

が
時
代
を
動
か
し
て
行
く
ん
だ
と
思
い
ま

す
。」「
そ
う
で
す
か
、
江
戸
一
番
の
儒
者

で
あ
る
可
堂
先
生
が
そ
う
言
う
ん
じ
ゃ
考

え
て
み
ま
す
か
ね
。」
こ
の
頃
に
な
る
と

可
堂
は
、
郷
里
の
隣
村
で
あ
っ
た
血
洗
島

村
の
尾お

だ
か高
藍ら
ん
こ
う香
の
父
勝か
つ
ご
ろ
う

五
郎
や
、
祖
父
で

あ
る
磯い
そ
ご
ろ
う

五
郎
と
い
っ
た
人
々
と
も
、
友
好

を
深
め
、
時
事
に
慷こ
う
が
い慨
し
、
時
の
情
勢
を

憂う
れ

え
た
。
可
堂
の
交
流
範
囲
は
、
こ
の
様

に
幕
臣
勝
海
舟
か
ら
、
郷
里
の
尾
高
一
家

に
至
る
ま
で
幅
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。
憂

国
の
気
持
ち
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
可
堂
は
志

士
を
求
め
た
、
そ
し
て
ま
た
、
天
下
の
志

士
達
の
桃
井
可
堂
に
対
す
る
期
待
も
、
次

第
に
高
ま
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

譲譲ゆ

ず

り

は

ゆ

ず

り

は葉葉
のの
賦賦ふふ

          

〜
桃
井
可
堂
伝
〜

〜
桃
井
可
堂
伝
〜

谷
に
来
て
早
４
年
。
キ
ャ
ラ

バ
ン
活
動
や
、
小
学
生
対
象

の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
指
導
を
す

る
ほ
か
、
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
あ
る
Ｆ
Ｃ
深
谷
の
監
督
と
し
て
、

汗
の
引
く
暇
が
な
い
。

　

発
足
５
年
目
の
Ｆ
Ｃ
深
谷
は
、
地

元
で
活
動
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ま

だ
知
名
度
は
低
い
。「
地
域
に
愛
さ

れ
、
皆
さ
ん
か
ら
応
援
し
て
も
ら
え

る
ク
ラ
ブ
に
し
た
い
」
と
、
元
井
の

瞳
に
映
る
夢
は
輝
き
に
満
ち
て
い
る
。

※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。

を
動
か
す
の
が
好
き
だ
っ
た
。

父
の
影
響
を
受
け
、
小
学
校

３
年
生
の
時
に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、

中
学
、
高
校
に
進
ん
で
も
生
活
の
一

部
だ
っ
た
。
大
学
生
で
、
プ
ロ
を
意

識
し
始
め
た
矢
先
、
両
膝
を
故
障
。

プ
ロ
と
し
て
の
夢
が
断
た
れ
た
時
、

先
に
見
え
て
い
た
の
が
、
両
親
の
職

業
で
あ
る
「
教
師
」
だ
っ
た
。

師
を
し
て
い
た
若
者
は
、
そ
の
活
動

の
一
翼
を
担
う
た
め
、
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
に
誘
わ
れ
た
。

　

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
Ｕ‒ 

12

コ
ー
チ
兼
Ｆ
Ｃ
深
谷
監
督　

元
井
淳
。

　

彼
は
、
昔
の
自
分
に
重
な
る
子
ど

も
た
ち
の
夢
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

今
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
飛
び
込
ん
だ
。

リ
ー
グ
加
盟
ク
ラ
ブ
は
、リ
ー

グ
戦
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ

１
で
活
躍
す
る
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
も
、
県
内
各
地
で
青
少
年
の
育

成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
千
葉
で
教

　

教
師
と
な
っ
て
４
年
、
充
実
し
た

日
々
だ
っ
た
が
、
教
師
は
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
を
評

価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
制

約
が
あ
っ
た
。コ
ー
チ
で
あ
る
今
は
、

子
ど
も
の
個
性
を
生
か
し
、
長
い
目

で
成
長
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

子
ど
も
を
指
導
す
る
上
で
、
元
井

は
、「
自
分
で
考
え
行
動
さ
せ
る
た

め
に
は
、
あ
ま
り
教
え
す
ぎ
な
い
こ

「
教
」
よ
り
「
育
」

と
」、「
自
由
な
発
想
に
は
、
や
り
た

い
こ
と
を
制
限
し
な
い
こ
と
」
が
重

要
と
力
説
す
る
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
た
く
さ
ん

失
敗
を
し
て
ほ
し
い
。
自
分
が
失
敗

し
て
こ
そ
、他
人
の
失
敗
を
理
解
し
、

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」

教
え
す
ぎ
ず

子
ど
も
と
追
う
夢

深深夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド

　元
もと

井
い

　淳
あつし

さ
ん

キャラバン活動として、市内保育園
や幼稚園などを巡回し、サッカーを通
して体を動かす楽しさを伝えている

体体

ＪＪ
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■
職
場
体
験
学
習
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

南
中
学
校
の

１
年
生
13
人

が
、
緑
の
王
国

で
３
日
間
職
場

体
験
を
し
ま
し

た
。

　

開
拓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

王
国
内
の
除
草
作
業
や
落
ち
葉
拾
い
、
花
壇

の
植
栽
な
ど
も
体
験
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
正
月
に
飾

る
し
め
縄
作
り
も
体
験

し
ま
し
た
。

■
道
の
駅
は
な
ぞ
の
周
辺
の
植
栽

■上柴東小学校

　地場産の瓦や土管をたくさん使った
花壇に、5年生 40 人がビオラやノース
ポールの花々を植え込
みました。児童が思い
思いの場所に植え込ん
だチューリップも春に
はきれいに咲くことで
しょう。

　栽培委員のデザインを基に、6年 2組
の子どもたちが中心となり、地域の花好
きなかたや PTAのかたと楽しく花を植
え込みました。
　花いっぱいの花壇を
見ると寒さを忘れてし
まいます。
　卒業のころには、花
壇も満開でしょう。

　

市
民
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
花
園
地
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
ア
ル
エ
ッ
ト

の
職
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
広
大
な
花
壇
の
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。

　公民館利用者を花で迎えようと利用団体
のかたがたが、「深谷公民館ガーデニング
ボランティアの会」を発足しました。
　まずは、玄関脇の樽

たる

プランターと中庭に
ある花壇の寄せ植えをみんなで楽しみなが
ら実施しました。

　新年の最初に、福を招く縁起の良い花とし
て多くのかたに親しまれている福寿草の展示
会を開催します。
　古
いにしえ

を感じさせるふるさとの花、江戸時代か
ら引き継がれる伝統の銘花など多数展示され
ます。ぜひ足を運んでみてください。
と　き　1月 31 日㈯、2月 1日㈰
　　　　午前 10 時～午後 5時
ところ　深谷市民文化会館展示室
主　催　平成福寿草の会
後　援　深谷市
問い合わせ　田

た

島
じま

（☎ 584 － 1155）へ

■本郷小学校

　深谷公民館ガーデニングボランティア

www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm4 25 262009
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ふかや緑の王国は、市民の手により整備が進められ、2月 21日には「建国」を宣言し、市民に開
放することになりました。自然を満喫しながら各種イベントが楽しめる「建国祭」を開催します。2/21㈯・22㈰

開拓ボランティア
　建国祭も開拓ボランティア
の皆さんが中心となって開催
します。今までと違った手作
りのイベントをお楽しみくだ
さい。

野鳥を楽しむ
　王国に住む野鳥と友達にな
ろう！
●巣箱づくり教室
●バードコールづくり教室

王国産の炭づくり
　木や竹を使って、王国ブラ
ンドの炭づくりに挑戦！
●炭焼き体験
●王国産「炭」無料配布

ホタルっておもしろい
　王国内で飼育しているホタ
ルを研究します。
●ホタルの一生パネル展示
●ホタル幼虫観察会

ガーデニング教室
　楽しいガーデニング教室
●さくらそう教室
●王国素材でリースづくり
●キッズガーデニング教室

この木なんの木
　あなたは、何種類の木を
知っていますか？
●樹名板づくり
●王国スタンプラリー

王国産手づくりジャム
　王国産の素材を使ったジャ
ムを作りました。
●キウイジャムの試食会
●王国産炭で料理づくり

薬になる植物たち
　人の心と体を癒やしてくれ
る薬用植物を楽しく学ぼう！
●薬用植物のお話
●薬用植物探検

■■　ふかや緑の王国　建国祭　■■
主　催　深谷市・ふかや緑の王国開拓ボランティア
と　き　2月 21 日㈯・22 日㈰午前 9時～午後 3時
ところ　ふかや緑の王国（深谷市櫛引 24　花植木センター隣）

※このほかにも、王国素材を使った「木工教室」や「王国
アウトドア体験」・「昔の遊び体験」なども予定してい
ます。詳しくは、広報ふかや 2月号でお知らせします。

問い合わせ　ガーデンシティふかや推進室（緑の王国内・
☎ 551－ 5551）へ　　　　　　

1月


